










Bispectral Index (BIS) は麻酔深度を評価するものとして広く用いられている．オピオイド性鎮痛薬
であるフェンタニルは年齢によって感受性が異なることが知られている.フェンタニル投与による BIS 値
及び 95% spectral edge frequency (SEF95) 値の変化への加齢が及ぼす影響に関する研究は見当たらない．
そこで，BIS モニタから得られた脳波を解析し，フェンタニル投与が BIS 及び SEF95 に与える変化への
年齢が及ぼす影響について検討を行った． 
本研究は明海大学歯学部倫理委員会において承認された．全身麻酔で施行予定の歯科及び歯科口腔外科
手術症例（ASA-PS I もしくは II）を対象とし，40 μℓ/kg 生理食塩液投与の対照群(n = 20)，フェンタニ
ル 2μg/kg 投与群 (n = 48) の 2 群に無作為に分けた．麻酔導入はチオペンタールナトリウムとベクロ
ニウム臭化物を用い，維持は亜酸化窒素，酸素，セボフルランで行った．気管挿管 15 分後に，それぞれ
生理食塩液，フェンタニルを投与した．Baseline より 0，5，10，15 分後に平均動脈圧(MAP)，心拍数(HR)，




約 80 歳を超すと BIS 値は低下に転じた．また，フェンタニルは SEF95 値を上昇効果させ，その効果も若







本論文は亜酸化窒素－セボフルラン全身麻酔下のフェンタニル 2μg/kg 静脈内投与により BIS 値と
SEF95 値が若年者で顕著に上昇し，その上昇の程度は年齢に依存して減少することを初めて明らかにし，
あわせて麻酔臨床における BIS の使用法に注意を喚起したことに学問的な意義があると考えられる．論文
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